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武　蔵　一　宮 （２）第二十一号

　当社の公式インスタグラムとノートでは民俗学者山崎敬子氏の文章に写真家の工藤裕之
氏の写真を加えたものを氷川風土記として連載しております。
　令和２年４月11日の第１回目から、日曜日を基本として配信し、100回の節目を迎えま
した。
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武　蔵　一　宮（３） 第二十一号

第

一

回
由
来
説
明　

第

二

回
茅
の
輪
神
話

第

三

回
桜

第

四

回
樹
木
と
ス
サ
ノ
オ
の
神
話

第

五

回
八
雲
紋

第

六

回
道
饗
祭

第

七

回
お
み
く
じ

第

八

回
八
岐
大
蛇
退
治

第

九

回
蛍
放
生
祭

第

十

回
大
祓
と
茅
の
輪

第
十
一
回
粽
と
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

第
十
二
回
本
年
の
大
祓
式
に
つ
き

第
十
三
回
麦

第
十
四
回
お
酒
と
お
社

第
十
五
回
楠

第
十
六
回
勅
祭

第
十
七
回
東
游

第
十
八
回
魚

第
十
九
回
鯉　
そ
の
１

第
二
十
回
鯉　
そ
の
２

第
二
十
一
回
氷
川
丸
と
東
京
五
輪

第
二
十
二
回
稲
田
姫
命

第
二
十
三
回
大
己
貴
命

第
二
十
四
回
戦
艦
武
蔵

第
二
十
五
回
抜
穂
神
事

第
二
十
六
回
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

収
束
に
向
け
て

第
二
十
七
回
氷
川
参
道

第
二
十
八
回
氷
川
神
と
歴
史

第
二
十
九
回
氷
川
講

第
三
十
回
明
治
祭

第
三
十
一
回
暦

第
三
十
二
回
槇

第
三
十
三
回
武
蔵
家
刀
自

第
三
十
四
回
大
湯
祭

第
三
十
五
回
宇
迦
之
御
魂
神

第
三
十
六
回
百
味
膳

第
三
十
七
回
変
わ
ら
な
い
祈
り
の
た
め
に

第
三
十
八
回
言
葉（
こ
と
の
は
）

第
三
十
九
回
北
澤
楽
天
と
一
の
鳥
居

第
四
十
回
絵
馬

第
四
十
一
回
的
神
事

第
四
十
二
回
変
わ
ら
な
い
祈
り
の
た
め
に

第
四
十
三
回
神
社
建
築

第
四
十
四
回
祈
年
祭

第
四
十
五
回
疫
病

第
四
十
六
回
鳥
居

第
四
十
七
回
ひ
ょ
う
た
ん
池

第
四
十
八
回
明
治
天
皇
御
親
祭

五
十
年
祝
祭
と
渋
沢
栄
一

第
四
十
九
回
浦
安
の
舞
と
祈
り
の
心

第
五
十
回
鎮
花
祭

第
五
十
一
回
郷
神
楽

第
五
十
二
回
神
饌

第
五
十
三
回
六
社

第
五
十
四
回
水

第
五
十
五
回
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

第
五
十
六
回
タ
ケ
ノ
コ

第
五
十
七
回
須
佐
之
男
命
と
大
己
貴
命

第
五
十
八
回
疫
神
と
生
活

第
五
十
九
回
雅
楽
の
歴
史
と
氷
川
神
社

第
六
十
回
祝
詞
と
言
霊

第
六
十
一
回
大
祓

第
六
十
二
回
天
王
信
仰
と
祇
園
信
仰

第
六
十
三
回
天
叢
雲
剣（
草
薙
剣
）

第
六
十
四
回
明
治
十
八
年
の
節
目

第
六
十
五
回
神
楽
土
鈴

第
六
十
六
回
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
父
神

ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
オ
の
誓
約

第
六
十
七
回
歴
史
人
た
ち
と
の
縁

第
六
十
八
回
勅
書
と
祈
り
の
心

第
六
十
九
回
み
ゆ
き

第
七
十
回
建
築
の
歴
史

第
七
十
一
回
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト

第
七
十
二
回
玉
串
と
天
岩
戸

第
七
十
三
回
武
蔵
国

第
七
十
四
回
大
宮
ガ
チ
ャ
ダ
マ
と
氷
川
神
社

第
七
十
五
回
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の

剣
か
ら
生
ま
れ
た
女
神

第
七
十
六
回
抜
穂
神
事
と
稲
刈
り

第
七
十
七
回
食
物
誕
生
と
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

第
七
十
八
回
神
様
へ
の
祈
り
と
感
謝

第
七
十
九
回
七
五
三

第
八
十
回
オ
オ
ト
シ
ノ
カ
ミ
と

ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ
ノ
カ
ミ

第
八
十
一
回
大
湯
祭
と
火

第
八
十
二
回
大
宮
の
盆
栽　

第
八
十
三
回
参
道
と
未
来

第
八
十
四
回
新
嘗
祭

第
八
十
五
回
大
湯
祭
が
は
じ
ま
り
ま
す

第
八
十
六
回
大
湯
祭
と
持
続
可
能
な
社
会

第
八
十
七
回
地
名

第
八
十
八
回
祭
礼
と
大
祓

第
八
十
九
回
大
祓

第
九
十
回
箸

第
九
十
一
回
神
楽

第
九
十
二
回
白
鳥
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト

第
九
十
三
回
節
分

第
九
十
四
回
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
剣

第
九
十
五
回
鷹
つ
れ
づ
れ

第
九
十
六
回
祈
年
祭

第
九
十
七
回
富
く
じ

第
九
十
八
回
さ
と
か
ぐ
ら
の
話
し

第
九
十
九
回
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
私
た
ち
の

暮
ら
し

第
一
〇
〇
回
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
へ
の
祈
り
の

心
は
全
国
に

　氷川風土記をまとめて御覧になる方は、noteでの
閲覧がお薦めです。右のコードからお進み下さい。
［氷川神社note］
URL：https://note.com/ichinomiyahikawa
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第二十一号 武　蔵　一　宮 （４）

　
当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
以
外
に

も
年
間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹

ん
で
御
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
安
泰
、

五
穀
豊
穣
と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を

祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

祭
事
暦

一
月
　
一
日
　
歳
旦
祭

　
　
　
二
日
　
日
供
始
祭

　
　
　
三
日
　
元
始
祭

　
　
　
七
日
　
昭
和
天
皇
遙
拝
式

　
　
十
五
日
　
献
詠
祭

　
　
　
　
　
　（
兼
題　
窓
）

　
　
　
　
　
　
成
人
祭

　二
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
三
日
　
節
分
祭

　
　
　
七
日
　
的
神
事

　
　
　
十
日
　
初
午
祭（
稲
荷
神
社
）

　
　
十
一
日
　
紀
元
祭

　
　
十
五
日
　
献
詠
祭

　
　
　
　
　
　（
兼
題　
紀
元
節
）

　
　
十
七
日
　
祈
年
祭

　
二
十
三
日
　
天
長
祭

三
月
　
一
日
　
月
次
祭　

　
　
十
五
日
　
献
詠
祭

　
　
　
　
　
　（
兼
題　
白
酒
）

　
　
　
　
　
　
郷
神
楽

　
二
十
一
日
　
春
分
祭

紀
元
祭

　
二
月
十
一
日
は
全
国
の
神
社
で
紀
元
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
十
六

の
祝
日
の
一
つ
で
「
建
国
を
し
の
び
、
国
を
愛
す
る
心
を
や
し
な
う
」
建
国
記
念

の
日
で
も
あ
り
ま
す
。
戦
前
は
紀
元
節
の
名
で
知
ら
れ
、『
日
本
書
紀
』
に
神
武
天

皇
が
畝う
ね

傍び

の
橿か
し

原は
ら

で
即
位
し
た
と
伝
え
る
日
に
基
づ
い
て
明
治
五
年（
一
八
七
二
）

十
一
月
十
五
日
の
太
政
官
布
告
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
国
祭
日
で
し
た
。「
紀
元
節
」

は
文
部
省
唱
歌
と
し
て
明
治
二
十
六
年
か
ら
全
国
の
学
校
で
歌
わ
れ
て
お
り
ま
し

た
。

　
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
よ
り
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
民
の
大
多
数
の
熱
願

に
よ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
後
の
昭
和
四
十
二
年
に
祝
日
と
な
り
ま

し
た
。
尚
、
皇
紀
は
日
本
の
国
暦
で
神
武
天
皇
御
即
位
の
年
を
紀
元
と
し
て
、
本

年
は
皇
紀
二
六
八
二
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
祭
典
前
に
は
神
武
天
皇
を
御
祭
神
と
す
る
橿
原
神
宮（
奈
良
県
）を
遥
拝
、
祭
典

は
前
日
の
雪
が
屋
根
か
ら
音
を
立
て
て
落
ち
る
中
、
厳
か
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

橿原神宮遥拝

紀元祭　祝詞奏上

　
　
　
　
　
　
作
詞
：
高
崎
正
風

　
　
　
　
　
　
作
曲
：
伊
沢
修
二

一
、
雲
に
聳そ
び
ゆ
る
高
千
穂
の

　
　
高
根
お
ろ
し
に
草
も
木
も

　
　
な
び
き
ふ
し
け
ん
大
御
世
を

　
　
仰
ぐ
今
日
こ
そ
た
の
し
け
れ

二
、
海
原
な
せ
る
埴は
に

安や
す

の

　
　
池
の
お
も
よ
り
猶
ひ
ろ
き

　
　
め
ぐ
み
の
波
に
浴
み
し
世
を

　
　
仰
ぐ
今
日
こ
そ
た
の
し
け
れ

三
、
天
つ
ひ
つ
ぎ
の
高
み
く
ら

　
　
千
代
よ
ろ
ず
よ
に
動
き
な
き

　
　
も
と
い
定
め
し
そ
の
か
み
を

　
　
仰
ぐ
今
日
こ
そ
た
の
し
け
れ

四
、
空
に
か
が
や
く
日
の
も
と
の

　
　
よ
ろ
ず
の
国
に
た
ぐ
い
な
き

　
　
国
の
み
は
し
ら
た
て
し
世
を

　
　
仰
ぐ
今
日
こ
そ
た
の
し
け
れ

紀
元
節



第二十一号武　蔵　一　宮（５）

　

令
和
四
年
の
正
月
は
穏
や
か
な
陽

気
に
恵
ま
れ
、一
日
は
約
六
十
万
人
、

二
日
は
約
四
十
万
人
、
三
日
は
約

四
十
万
人
で
、
三
が
日
の
初
詣
参
詣

者
は
約
百
四
十
万
人
で
し
た
。
一
日

の
大
宮
鳶
職
組
合
に
よ
る
は
し
ご
乗

り
は
飾
り
纏
い
と
し
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
二
日
、
三
日
に
は
第
一
駐
車

場
に
埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

の
献
血
バ
ス
が
運
行
、
三
日
に
は
舞

殿
に
て
大
宮
能
楽
研
究
会
に
よ
る
謡

初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
二
日
午
前
九
時
よ
り
大

宮
消
防
署
の
指
導
の
も
と
、
放
水
訓

練
や
消
火
器
を
用
い
た
消
火
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
九

日
、
三
十
日
午

後
一
時
よ
り
四

時
ま
で
社
務
所

に
お
い
て
、
婚

礼
相
談
会
が
開

催
さ
れ
、
多
く

の
方
が
ご
来
場

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
月
十
三
日
午
前
十
一
時
、
氏
子

総
代
・
評
議
員
約
八
十
名
参
列
の
も

と
新
年
の
初
祈
祷
祭
を
行
い
、
皆
様

の
無
病
息
災
と
御
活
躍
を
祈
願
致
し

ま
し
た
。

正
月
三
が
日

氏
子
総
代
初
祈
祷
祭

防
災
訓
練

婚
礼
相
談
会

社
頭
往
来

　

二
月
七
日
よ
り
十
四
日
ま
で
大
宮

区
主
催
の
大
宮
二
十
景
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
二
十
四
点
の
廻

廊
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
月
八
日
よ
り
境
内
地
に
埋
設
し

て
お
り
ま
す
、
さ
い
た
ま
市
所
有
の

下
水
道
管
の
撤
去
工
事
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
工
事
完
了
は
九
月
頃
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

大
宮
二
十
景
入
賞
作
品
展
示

下
水
管
工
事
実
施



武　蔵　一　宮 （６）第二十一号

（
公
社
）埼
玉
中
央
青
年
会
議
所
主
催

　

～
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ｉ　

門
出
を
祝
し
て
～

大
宮
法
人
会
青
年
部
会
主
催

　

松
井
守
男
画
伯 

～
本
物
の
ア
ー
ト
体
験
～

　

二
月
二
十
四
日
午
後
四
時
、
Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｋ
５
ス
タ
ジ
ア
ム
大
宮
で
の
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
前
に
あ
た
り
、
大
宮
ア
ル

デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
佐
野
秀
彦
代
表
取
締

役
社
長
、
秋
元
利
幸
強
化
部
長
、
霜

田
正
浩
監
督
、
小
野
雅
史
選
手
、
西

村
慧
祐
選
手
が
玉
串
を
捧
げ
、
今
期

の
必
勝
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
七
日
、
春
の
婚
礼
展
と

し
て
ア
イ
テ
ム
展
示
会
並
び
に
新
規

御
相
談
会
及
び
模
擬
結
婚
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
今
後
の
開
催
に
つ
き

　

三
月
十
九
日
よ
り
春
の
特
別
紙
朱

印
「
花
し
ず
め
」
を
授
与
開
始
、
三

月
三
十
日
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
七
日
午
後
一
時
、
稲
荷

神
社
に
て
今
般
鳥
居
の
奉
納
を
頂
き

ま
し
た
𠮷
田
緑
建
株
式
会
社
代
表
取

締
役
𠮷
田
和
彦
様
、
神
田
運
輸
株
式

会
社
様
、
株
式
会
社
み
ど
り
建
設
様

参
列
の
も
と
、
奉
告
祭
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　

三
月
二
十
七
日
、
公
益
社
団
法
人

埼
玉
中
央
青
年
会
議
所
の
主
催
で
成

人
式
や
入
園
、
入
学
、
入
社
な
ど
門

出
を
迎
え
る
方
々
を
お
祝
い
す
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
九
日
、
大
宮
法
人
会
青

年
部
会
の
主
催
で
五
十
人
の
小
学
生

を
対
象
と
し
た
、
松
井
守
男
画
伯
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
必
勝
祈
願

春
の
婚
礼
展
開
催

春
の
特
別
紙
朱
印
「
花
し
ず
め
」

稲
荷
神
社
鳥
居
奉
納
奉
告
祭

ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
御
覧
下
さ
い
。

成人の儀

灯籠流し（白鳥池）
和傘の参道

（3/21~3/27）

写真提供：大宮アルディージャ



武　蔵　一　宮（７） 第二十一号

（
敬
称
略
）

一
月
　
六
日　
靖
国
神
社
宮
司
山
口
建
史

　
　
　
九
日　
衆
議
院
議
員
枝
野
幸
男

　
　
　
　
　
　
参
議
院
議
員
熊
谷
裕
人

　
　
　
十
日　
さ
い
た
ま
市
長
清
水
勇
人

　
二
十
四
日　
一
万
人
の
お
宮
奉
仕

　
二
十
五
日　
埼
玉
県
神
社
庁

　
　
　
　
　
　
北
足
立
支
部
役
員
会
総
会

二
月
十
二
日　
㈱
グ
レ
イ
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
歴
史
へ
の
旅

　
　
十
三
日　
武
蔵
菊
花
会
理
事
会

　
　
十
四
日　
㈱
小
西
美
術
工
藝
社

　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
デ
ー
ビ
ッ
ト・ア
ト
キ
ン
ソ
ン

　
　
十
五
日　
大
宮
区
内
郵
便
局
局
長

三
月
　
七
日　
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　
敬
神
講
社
理
事
会

　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
会
並
評
議
員
会

　
　
十
二
日　
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

　
　
十
三
日　
武
蔵
菊
花
会

　
　
　
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
総
会

　
　
十
四
日　
大
宮
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
二
十
日　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ビ
ー
バ
ー
隊

　
二
十
六
日
　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会

　
二
十
七
日
　（
公
社
）埼
玉
中
央
青
年
会
議
所

　
二
十
九
日
　
大
宮
法
人
会

　
三
十
一
日
　
田
母
神
敏
雄

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

　

参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た
皆
様

の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御
篤
志
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

・
阿
含
宗
埼
玉
道
場

・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

・
住
友
生
命
保
険
相
互
㈱

・
パ
ー
ソ
ル
テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
㈱

　
（
さ
い
た
ま
市
ジ
ョ
ブ
ア
シ
ス
ト
事
業
）

・
み
ず
ほ
証
券
㈱
大
宮
支
店

・
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

・
㈱
ユ
ニ
テ
ッ
ク

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

みずほ証券株式会社大宮支店様

阿含宗埼玉道場様 武蔵コーポレーション株式会社様

三
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊

※
一
、二
月
は
社
会
情
勢
に
鑑
み
中
止

　
こ
の
度
、

興
和
株
式
会

社
様
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
と

し
て
、
消
毒

液
の
御
奉
納

を
頂
き
ま
し

た
。
御
篤
志

に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

消
毒
液
奉
納
御
礼 桂古流　　　　小林華侊

桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

　
正
式
参
拝
は
本
殿
で
行
う
特
別
参
拝
・
団
体

参
拝
で
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
一
般

の
個
人
で
の
申
し
込
み
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
尚
、
本
殿
で
の
単
独
祈
祷
は
事
前
予
約
制
で

承
り
ま
す
。

　
　
一
、
初
穂
料　
　
十
万
円
以
上

　
　
一
、
願　
種　
　
一
種
類
の
み

　
　
一
、
人　
数　
　
八
十
名
ま
で

　
　
一
、
玉
串
拝
礼　
代
表
者
三
名
ま
で

　
連
絡
先　
氷
川
神
社
社
務
所

　
　
電
話　
〇
四
八
‐
六
四
一
‐
〇
一
三
七
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氷
川
神
社
敬
神
婦
人
会
六
十
年
の
歩
み

　
当
社
の
敬
神
婦
人
会
は
、
昭
和
第
二
期
の
御
改
修
を
機
に
、
神
社
の
翼
賛
団
体

と
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
の
皇
居
拝
観
、
明
治
神
宮
、

靖
國
神
社
正
式
参
拝
の
折
、
先
代
の
東
角
井
光
臣
宮
司
が
初
代
会
長
の
境
喜
勢
さ

ん
に
御
依
頼
し
た
事
に
始
ま
り
、
九
月
に
は
大
宮
市
長
、
仝
議
長
等
の
来
賓
、
ま

た
会
員
約
百
名
出
席
の
も
と
発
会
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
会
は
神
社
神
域
に
お
い
て
清
い
心
を
求
め
る
と
共
に
会
員
相
互
の
親
睦
と
婦

徳
の
涵
養
に
努
め
清
く
明
る
い
世
の
中
を
つ
く
る
事
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の

実
現
の
為
に
神
社
の
祭
典
行
事
へ
の
参
加
・
参
列
、
参
拝
者
の
接
遇
、
各
地
の
著

名
神
社
へ
の
参
拝
・
見
学
を
行
い
、
見
分
を
広
め
、
全
国
敬
神
婦
人
会
に
も
加
盟

し
て
社
会
奉
仕
の
一
端
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
熱
心
な
会
員
の
皆
様
に
は
進
ん
で
奉
仕
活
動
に
御
参
加
頂
き
、
会
員
は
五
三
〇

名
を
超
え
、
い
よ
い
よ
本
年
は
六
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
六
十
年
の

内
に
は
昭
和
四
十
二
年
の
昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
、
平
成
五
年
の
現
在

の
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
が
あ
り
、
婦
人
会
の
皆
様
に
は
活
動
内
容
の
一

つ
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
国
旗
小
旗
を
手
に
御
奉
迎
頂
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
か
ら
は
、
活
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
、
記
念
式
典
や
研
修

旅
行
を
行
う
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
長
い
冬
が
終
わ
り
、
一
陽

来
復
の
春
と
な
り
ま
し
た
ら
一
層
の
御
活
躍
さ
れ
ま
す
事
と
会
の
益
々
の
隆
昌
、

会
員
皆
様
の
御
健
勝
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和天皇皇后両陛下奉迎

上皇上皇后両陛下奉迎

湯茶接遇 国旗小旗作り

研修旅行
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大己貴命の版木

神
宮
大
麻
頒
布
一
五
〇
周
年
に
寄
せ
て　

御
神
札
と
は

　
令
和
四
年
は
、
伊
勢
の
神
宮
の
御
神
札
で
あ
る
「
神
宮
大
麻
」
が
明
治
五
年
よ
り
全
国
の
御
家
庭
に
お
頒
ち
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一
五
〇
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
御
神
札
や
お
守
り
な
ど
、
身
近
で
あ
っ
て
も
説
明
す
る
と
な
る
と
難
し
い
も
の
で
す
。
今
号
で
は
御
神
札
に
つ
い
て
御
説
明
致
し
ま
す
。

士
農
工
商
守
護
神　
　
角
井
出
雲
守
謹
書

名
神
大
月
次
新
嘗　
　
祭
主
大
宮
神
司

大
日
本
國
造
　
大
己
貴
大
神

東
國
総
鎮
守

武
蔵
國
一
宮　
氷
川
本
社

氷
川
神
社
建
速
須
佐
之
男
命

武
蔵
國
一
宮

　
神
社
に
よ
っ
て
御
神
札
の
種
類
は
、
材
質
も
紙
・
木
・
布
・
神
木
を
用
い
た
細
工
物
・
石
な
ど
、
形
も
長
方
形
・
剣
形
・
箱
形
な
ど
様
々
で
す
。

　
そ
の
起
源
は
、
神
宮（
伊
勢
の
神
宮
の
正
式
名
称
）の
神
職
で
あ
っ
た
御
師
が
配
布
し
た
御
祓
大
麻
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
麻
は
「
お
お
ぬ
さ
」
と
も
読
み
、
お

祓
い
に
用
い
る
祭
具
を
意
味
し
ま
す
。
御
祓
と
は
中
臣
祓
と
い
う
祝
詞
を
百
度
・
千
度
・
万
度
奏
上
す
る
祈
祷
の
事
で
、
そ
れ
に
用
い
た
大
麻
を
箱
に
収
め
紙
に
包
み
、
御

祈
祷
の
証
と
し
て
配
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
起
源
は
不
詳
で
す
が
、
鎌
倉
幕
府
の
事
績
を
記
し
た
『
吾
妻
鏡
』
に
「
一
千
度
御
祓
」
の
祈
祷
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
御
祓
大

麻
の
発
生
は
さ
ら
に
遡
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
御
師
は
全
国
各
地
で
祈
祷
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
全
国
の
約
九
割
の
世
帯
が
御
祓
大
麻
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
が
下
る
に
つ
れ
御
祓
大
麻
が
簡
素
化
し
た
も
の
が
神
宮
大
麻
で
、
全
国
の
神
社
で
は
こ
れ
に
倣
い
、
神
社
名
・
祭
神

名
や
祈
願
内
容
を
記
載
、或
い
は
祭
神
や
祭
神
の
使
い
で
あ
る
眷
属
の
お
姿
な
ど
が
描
か
れ
た
御
影
が
頒
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
御
守
は
御
神
札
を
小
型
に
し
、
携
帯
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

御
神
札
に
つ
い
て

写真提供：神宮司庁

現在の
神宮大麻

御祓大麻

（
右
）官
幣
大
社
氷
川
神
社
祈
祷
神
璽

（
左
）��武
蔵
総
鎮
守
官
幣
大
社

　
　
氷
川
神
社
太
々
神
楽
祈
祷
神
璽

祈祷神札の版木

須佐之男命の版木
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氷
川
神
社
が
鎮
座
さ
れ
た
事
に
よ
り
町
名
の
由
来
と
な
り
ま
し
た
分
社
を
御
紹
介
致
し
ま
す
。

鎮
座
地　
東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩

町
氷
川
一
七
八
番
地

由
　
緒　
も
と
奥
氷
川
大
明
神
と
称

し
、
相
殿
に
諏
訪
大
明
神
を
祀
る
。

鎮
座
起
源
は
景
行
天
皇
五
二
年
、
日

本
武
尊
東
征
の
時
に
、
陣
中
の
守
護

神
と
し
て
素
盞
嗚
尊
、
大
己
貴
命
を

此
の
地
に
祀
っ
た
の
が
創
始
と
い
う
。

光
仁
天
皇
の
宝
亀
二
年（
七
七
一
）奇
稲

田
姫
命
を
合
祀
、
清
和
天
皇
の
貞
観

二
年（
八
六
〇
）、
簸
川
修
理
大
輔
土

師
行
基
こ
れ
を
再
興
し
て
社
名
を
奥

氷
川
大
明
神
と
改
め
、
こ
の
地
を
氷

川
と
名
付
け
た
。
埼
玉
県
の
旧
大
宮

市
の
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
に
対
し
て
、

入
間
郡
三
ヶ
島
に
中
氷
川
神
社
が
あ

り
、
奥
多
摩
の
氷
川
神
社
を
奥
氷
川

神
社
と
称
し
た
。
別
に
上
氷
川
と
も

い
う
。
以
後
奥
氷
川
を
公
称
し
、
細

川
頼
春
の
臣
村
野
忠
一
が
此
の
地
に

来
訪
、
そ
の
子
武
清
が
文
和
三
年

地
名
の
由
来
と
な
っ
た
氷
川
神
社
の
分
社

奥
氷
川
神
社

境内の三本杉 奥氷川神社社殿
明治天皇御親祭百五十年祭の

奉祝行事として奉納された獅子舞

　

上
記
の
奥
氷
川
神
社
の
他
に
も

町
名
の
由
来
と
な
っ
た
分
社
が
ご
ざ

い
ま
す
。

　

草
加
市
氷
川
町
の
草
加
神
社
は

天
正
年
間（
一
五
七
三
‐
九
二
）に
勧

請
さ
れ
元
来
、
氷
川
神
社
と
称
し

南
草
加
村
の
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ

ま
し
た
が
、
明
治
政
府
の
神
社
合

祀
政
策
に
従
っ
て
十
数
社
を
合
祀

し
草
加
神
社
と
改
称
致
し
ま
し
た
。

　
戸
田
市
氷
川
町
の
新
曽
の
氷
川

神
社
は
正
長
二
年（
一
四
二
九
）に
勧

請
さ
れ
ま
し
た
が
、
別
当
寺
の
金

剛
院
は
宮
本
坊
長
順
が
霊
夢
に

よ
っ
て
創
建
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

板
橋
区
氷
川
町
の
氷
川
神
社
は

元
久
三
年（
一
二
〇
六
）に
武
将
の
豊

島
経
泰
に
よ
り
、
練
馬
区
氷
川
台

の
氷
川
神
社
は
長
禄
元
年

（
一
四
五
七
）に
同
じ
く
武
将
の
渋
川

義
鏡
に
よ
り
勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
久
留
米
市
氷
川
台
の
氷
川
神

社
は
起
源
不
詳
で
す
が
、
門
前
村

の
鎮
守
と
し
て
勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
名
の
も
と
に
な
っ
た
分
社

（
一
三
五
四
）祭
祀
を
行
っ
て
以
来
、
そ

の
裔
奉
仕
し
寛
文
八
年（
一
六
六
八
）四

月
、
代
官
曾
根
五
郎
左
衛
門
が
本
村

査
縄
の
さ
い
八
畝
一
〇
歩
を
除
地
し

た
。
現
社
殿
は
元
禄
年
間（
一
六
八
八

‐
一
七
〇
四
）の
造
営
と
い
う
。
明
治

二
年
奥
氷
川
神
社
と
改
め
、
同
六
年

十
二
月
村
社
に
列
格
。

獅
子
舞　
平
成
二
十
九
年
十
月
十
五

日
に
は
明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年

を
奉
祝
し
、
獅
子
舞
を
奉
納
頂
い
て

お
り
ま
す
。

御祭神
素盞嗚尊　奇稲田姫命　建御名方命
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地
域
の
氏
神
神
社
紹
介
③

　
氷
川
神
社
は
武
蔵
国
の
一
宮
と
し
て
広
く
守
護
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
社
以
外
に
も
古
く
か
ら
「
村
の
鎮
守
」、
地
域
の
氏
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
が
ご

ざ
い
ま
す
。

菅す

が

原わ

ら

神じ

ん

社じ

ゃ

蓮は

す

沼ぬ

ま

神し

ん

明め

い

神じ

ん

社じ

ゃ

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
見
沼
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
沼
二
九
八

由
　
緒　

�

当
地
は
古
く
、
蓮
沼
の
中

で
も
南
部
の
猿
ケ
谷
戸
と

呼
ば
れ
た
地
域
で
、
神
社

の
創
祀
は
往
古
村
人
が
神

宮
の
御
師
よ
り
受
け
た
御

祓
大
麻
を
祀
っ
た
事
に
由

来
す
る
。
社
殿
は
明
治

十
三
年
造
営
。
十
二
月
十

日
の
大
湯
祭
の
特
殊
神
饌

で
あ
る
長
芋
は
当
地
か
ら

奉
納
さ
れ
る
も
の
。

御祭神 菅原道真公

御祭神 天照大御神

多た

子ご

稲い

な

荷り

神じ

ん

社じ

ゃ

御祭神 倉稲魂命

風ふ

っ

渡と

野の

天て

ん

神じ

ん

社じ

ゃ

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
見
沼
区

　
　
　
　
　
　
　
　
風
渡
野
二
〇
四

由
　
緒　

�『
風
土
記
稿
』に
当
地
が「
見

沼
代
用
水
を
引
け
ど
も
旱

損
あ
り
」
と
あ
り
天
水
場

で
あ
っ
た
事
か
ら
、
も
と
の

祭
祀
は
降
雨
を
祈
る
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

菅
公
千
年
記
念
碑
の
他
、

多
く
の
地
口
灯
籠
が
並
び
、

拝
殿
に
は
多
く
の
拝
み
絵

馬
や
額
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

御祭神 菅原道真公

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
大
宮
区

　
　
　
　
　
　
　
土
手
町
二
‐
九
七

由
　
緒　

�

勧
請
の
時
期
は
定
か
で
は

な
い
が
、
京
都
の
伏
見
稲

荷
大
社
の
分
霊
を
祀
る
。

現
在
の
本
殿
は
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）に
建
立
し
た

も
の
。『
風
土
記
稿
』に「
多

子
稲
荷
」
の
記
載
が
あ
る

た
め
、
古
く
か
ら
の
名
称

で
あ
る
が
、
そ
の
由
来
は

伝
わ
っ
て
い
な
い
。

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
見
沼
区

　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
沼
一
〇
二
九

由
　
緒　

�

当
地
は
か
つ
て
見
沼
か
ら

続
く
低
地
が
入
り
込
ん
だ

所
で
、
蓮
の
生
じ
る
沼
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
　
　
　

�

創
祀
は
見
沼
に
漂
っ
て
い

た
天
満
天
神
座
像
を
村
人

が
社
殿
を
建
て
て
祀
っ
た

事
に
由
来
す
る
。
十
二
月

十
日
の
大
湯
祭
の
特
殊
神

饌
で
あ
る
長
芋
は
当
地
か

ら
奉
納
さ
れ
る
も
の
。
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第
二
十
二
号
は
七
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

第
四
十
一
回
大
宮
薪
能

　
大
宮
薪
能
は
公
益
社
団
法
人
さ
い
た
ま
観

光
国
際
協
会
主
催
で
、
例
年
五
月
の
最
終
週

の
金
曜
、
土
曜
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
昭
和

五
十
七
年
の
東
北
・
上
越
新
幹
線
の
開
業
を

記
念
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。本
年
は
楼
門
内
、

舞
殿
に
て
薪
能
を
開
催
致
し
ま
す
。

五
月
二
十
七
日（
金
）

　
　
　
　
　
十
九
時
～

五
月
二
十
八
日（
土
）

　
　
　
　
　
十
九
時
～

ホーム
ページ

インスタ
グラム ツイッター

夏
越
大
祓
の
御
案
内

　６月18日授与開始予定

・�人形は１枚につき一
人の氏名をお書き下
さい。息を吹きかけ
身を撫でて初穂料を
添えて納めて下さい。

購入についての
詳細はこちら

5/28（土）

第２日

素
謡 

（
金
春
流
）　
　
翁お

き
な

　
　
本
田
　
光
洋

狂
言 

（
和
泉
流
）　
舟ふ

ね

ふ
な
　
野
村
　
万
作

能
　 

（
金
春
流
）　
船ふ

な

　べ
ん

　け
い

弁
慶
　
金
春
　
安
明

〈開演〉19：00
5/27（金）

第１日

素
謡 

（
金
春
流
）　
　
翁お

き
な

　
　
金
春
　
憲
和

狂
言 

（
和
泉
流
）　
二ふ

た

り人
大だ

い
み
ょ
う名

　
野
村
太
一
郎

能
　 

（
宝
生
流
）　
葵

あ
お
い
の

　
　
上う

え

　
藤
井
　
雅
之

〈開演〉19：00

第
四
十
一
回

大
宮

購入についての
詳細は

こちらから

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
舞
殿

雨
天
の
場
合
はRaiBoC Hall（
市
民
会
館
お
お
み
や
）

船弁慶 葵上

鑑能券
全席自由席

5,500円

❶ オフィシャルチケットサイト
令和４年３月15日（火）～

❷ セブンチケット（店頭のマルチコピー機を含む）
❸ さいたま観光国際協会事務所（Bibli ２F）
❹ 浦和観光案内所

令和４年３月23日（水）～

［お問い合わせ先］

（公社）さいたま観光国際協会
048-647-8339 （土・日・祝休）

　例年、６月には氷川蛍の会の皆様により蛍の放
生が行われております。コロナ禍の二年間は鑑賞
会を中止し、放生祭を行い、会員のみでの放生を
行っております。本年の鑑賞会につきましては、
情勢をみながらの開催になります。実施の可否
は、５月末にホームページで御案内致します。

蛍鑑賞会のお知らせ蛍鑑賞会のお知らせ

特別紙朱印「ほたる」（500円）
５月14日授与開始予定

茅の輪守（大）
1000円

茅の輪守（小）
1000円

特別紙朱印
「茅の輪くぐり」

500円

・
神
事
日
程　
六
月
三
十
日　
午
後
二
時
～

・
斎
場　
　
　
楼
門
内
舞
殿


